
スマートシティーの国際標準化
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社会イノベーション協創統括本部
チーフアーキテクト室室長
ISO/TC268/SC1議長 市川芳明
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新しいビジネスモデルの考え方

自社独自
の技術

サービス提供を中心とした
ビジネス

他社の
ノウハウ

現地政府

国内官庁

資金提供
機関

現地企業

リターン

ビジネスプロデュース

Platform（Forum, 協議会など）
標準／

社会制度

自社独自
の技術

単独ビジネス
モデル

リターン

従来のビジネスモデル

共生型のビジネスモデル
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従来の標準化の領域

国家
政策
／

事業

（ODA
など）

顧客
ニーズ

社
会
課
題

評価
指標

製品
構築

運用
／

保守

ビ
ジ
ネ
ス
の
上
流
側

性能標準 技術標準
（プロトコル，方式など)

技術型
標準
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新しい標準化の領域－上に行くほどメリットあり

国家
政策
／

事業

（ODA
など）

顧客
ニーズ

社
会
課
題

評価
指標

製品
構築

運用
／

保守

ビ
ジ
ネ
ス
の
上
流
側

社会課題対策標準
（政策の評価含む）

複合システム標準
（トータル性能，安全，認証）

サービス標準
（品質，安全，認証）

ルール
形成型
標準
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社会課題対策規格の例
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System of Systemsとしてのスマートシティー

Smart community infrastructures

Water

Energy

Waste 
management

Transportation

ICT(Solar panels)
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スマートシティーの標準化委員会



議長履歴
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Dr. Yoshiaki Ichikawa

Qualifications:
• Dr. Eng: University of Tokyo, Tokyo, Japan, July 1987
• B.S.: Mechanical Engineering, University of Tokyo, March 1979

Professional Experience:
• 2007 – Present: Senior Chief Engineer, Environmental Strategy Office, Hitachi, Ltd.
• 2000 – 2006: Director, Environmental Solution Center, Industrial Systems Division, Hitachi, Ltd..
• 1996 – 1999: Senior engineer, Omika Works, Hitachi, Ltd.
• 1979 – 1995: Research Scientist, Energy Research Laboratory, Hitachi, Ltd.

(Within this period: Visiting Scientist at Carnegie Mellon University) 

ISO and IEC Experience:
• 2012 – Present: Chairperson of ISO/TC 268/SC 1 “Smart community infrastructures”
• (Within this period:  CAG member of IEC/SEG 1 “Smart Cities”; 

Liaison officer to ITU-T SG5 and Focus Group on Smart Sustainable Cities; 
Member of CEN/CLC Smart Sustainable Cities & Communities CG)

• 2009 – Present:   Chairperson of IEC/TC 111, 
• 2009 – 2013:     Expert of ISO/TC207/SC 7/WG 2
• 2005 – 2009: Convenor of IEC/TC 111/WG 2
• 2007 – 2008: Expert of IEC/TC108/PT 62075
• 2008 – 2011: Expert of ISO/TC 207/SC 1/WG 4 
• 2006 – 2008: Expert of ISO/TC 207/WG 7



副議長履歴
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Dr. Biyu Wan (CN)

Qualifications:
• Dr. Eng: University of Kobe, Kobe, Japan, March 2003
• M.S. of Eng: Shanghai Maritime University, 

Shanghai, China, March, 1998
• B.S. of Eng: Shanghai Maritime University, 

Shanghai, China, September, 1995   

Occupation:
• Minister of Planning Dept. and Chief Engineer of 

Smart City Research Center of MOHURD 
(Ministry of Housing and Urban-Rural Development of the PRC).

International Awards
• Award of (Grants-in-Aid for Young Scientists (B) (22760635)), 2009-2010
• Best Paper Award of Techno-Ocean, 2010
• Best Paper Award of China Internal Combustion Engine Association, 1999
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ISO/TC 268/SC 1 の概要

名称 Smart community infrastructures
設立 2012
国際議長 市川 芳明 氏 (日本)
副議長 万 碧玉 氏 (中国)
国際幹事 遠藤 功 氏 (日本)
TPM Mr. Antoine Morin (ISO 中央事務局)
国際会合 • 準備会合： 2012年5月、東京（日本）

• 第1回総会：2012年7月、パリ（フランス）
• 第2回総会：2013年7月、ボルンホルム（デンマーク）
• 第3回総会：2014年5月、トロント（カナダ）
• 第4回総会：2015年1月 、バルバドス（バルバドス）
• 第5回総会：2015年6月、グラスミア（英国）
• 第6会総会：2016年1月、ウィーン（オーストリア）
• 第7回総会：2016年6月、杭州（中国）
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ISO/TC 268/SC 1 の参加国
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ISO/TC 268/SC 1
“スマートコミュニティ―インフラ”

ISO/TC 268/SC 1
“スマートコミュニティ―インフラ”

ISO/TC 268/SC 1/WG3
“スマートコミュニティー

交通”

ISO/TC 268/SC 1/WG3
“スマートコミュニティー

交通”

ISO/TC 268/SC 1/AHG 3
“スマートコミュニティー

データ共有”

ISO/TC 268/SC 1/AHG 3
“スマートコミュニティー

データ共有”

ISO/TC 268/SC1の構成

ISO/TC 268/SC 1/WG 1
“評価指標

ISO/TC 268/SC 1/WG 1
“評価指標

ISO/TC 268/SC 1/WG 2
“インフラ間の統合と相互作用を取り扱う

枠組み”

ISO/TC 268/SC 1/WG 2
“インフラ間の統合と相互作用を取り扱う

枠組み”
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以下の図に示すように

– 都市インフラの機能は、都市の設備やサービスを支える基盤となる

– 都市インフラに関する製品やサービスは他のレイヤーに比べてより
技術に立脚しており、国際的な取引の対象となりやすいので、国際
標準化することが適切である。

レイヤー 機能の例

Community Services 教育、ヘルスケア、治安、セキュリティ、ツーリズ
ム、など

Community Facilities 住居、商業ビル、オフィスビル、工場、病院、学校、
レクリエーション施設など.

Community Infrastructures エネルギー、水、交通、廃棄物処理、ICTなどど
C

ontribution

都市のレイヤー

なぜインフラなのか ?
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smart community infrastructure:

community infrastructure with enhanced technological performance 
that is designed, operated and maintained to contribute to sustainable 
development and resilience of the community

Note 1: It is the infrastructure that is considered to be “smart” in this 
standard and not the community.

Note 2: Sustainable development tends to require community 
infrastructures that meet multiple, often contradictory, needs at the 
same time.

Note 3: ICT is an enabler but not a precondition for achieving smart 
community infrastructures.

合意されたスマート都市インフラの定義



1515

ISO TS 37151
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スマートシティー評価のための枠組みの概要(1)

視点 ニーズ 具体例
住民の視点

（エンドユーザー，
受益者，消費者
含む）

アベイラビリティ 時間的範囲（24時間運行など）
地域的範囲
人的範囲（住民の何割など）

アクセシビリティ 高齢者なども使える
アフォーダビリティ 手頃な価格設定
安全･安心 情報セキュリティとプライバシー

物理的セキュリティ
安全性

サービスの品質 サービスの容量･規模
理解と利用の容易性
明朗会計
情報提供
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スマートシティー評価のための枠組みの概要(２)

視点 ニーズ 具体例
地域運営者の視点 運営効率 適切な設備規模

相互運用性
需要変動への適応性

経済効率 ライフサイクルコスト
投資効率

性能情報の入手可能性 利用者との情報交換
保守性 メンテナンスの適切性

メンテナンスの効率
レジリエンス 頑健性

冗長性
持続性
回復の迅速性
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スマートシティー評価のための枠組みの概要(３)

視点 ニーズ 具体例
環境の視点 資源有効利用 エネルギー消費効率

資源効率
廃物量

気候変動の対策 GHGの排出量
汚染の防止 汚染物質の排出量

騒音･振動の発生
生態系保全 緑地の量

表面流出の制御と流域
健康および公衆衛生への貢献
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今後の展開

1. すべてのインフラに適用される規格
ISO TR 37120（尺度と指標の調査）
ISO TS 37151（尺度の原則と要求事項）
ISO 37153 （成熟度モデル）
ISO TR 37152 （開発と運用の共通枠組み）
ISO 37155（インフラ間の相互干渉）

2. 個別インフラの規格
ISO 37154 都市交通のベストプラクティス指針
ISO 37158 蓄電池駆動バス交通システムによる都市課題解決
ISO 37157 コンパクトシティーのためのスマート交通
（提案中）スマートシティーのためのデータ交換と共有の指針
（将来）エネルギー分野，廃棄物／資源循環分野



他の専門規格との相補的関係

インフラのひとつを標
準化の対象とする

地域問題を特定

解決策の探索

インフラで解決?

特定のインフラに
適用

スマートインフラによ
る解決

他の手段を適用

地域課題に関係?

yes

no

yes

no

TC 268 SC1とは
無関係

他の手法による解決

地域問題の解決を目指す 他の専門委員会
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引用し活用



Additional explanation available on the WEB 

http://www.iso.org/iso/home/news_inde
x/news_archive/news.htm?refid=Ref20
01

http://www.iso.org/iso/home/news_i
ndex/news_archive/news.htm?refid
=Ref1817
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ご清聴感謝します


